
西海岸公園市営プール等指定管理者 事業計画概要 

中央区地域課 

項目 公益財団法人新潟市開発公社（選定者） 

１．事業者の概要 設立          S39.11.13（H23.4.1公益財団法人へ移行） 

役員・雇用人数   理事・監事10人 評議員8人 正職員92人 臨時及びパート306人 

事業内容      健康増進及びスポーツ振興事業、都市緑化に関する啓発及び保全事業、霊園施設の建設及び経営事業等  

管理運営実績   H01-H17   鳥屋野総合体育館、西総合スポーツセンター、西海岸公園市営プール 

（体育施設）    H07-H17   新潟市庭球場、北地区スポーツセンター 

                H10-H17   東総合スポーツセンター、新潟市体育館、全屋外体育施設 

                H15-H17   黒崎地区体育館（旧黒崎町内の全体育施設） 

                H18-H20  上記に示す全ての体育施設を指定管理者として管理運営 

                H21-現在 市内6区（北，東，中央，江南，南，西）の体育施設の指定管理者として管理運営 

２．経営理念・経営

方針 

・公益法人としての社会的責任を十分に認識した管理運営 

・新潟市の施策の方向性を理解した8つの経営方針により、「スポーツに満ちた明るく豊かな新潟市」実現に貢献 

・「健康増進及びスポーツ振興」の公益目的事業を行うことで、新潟市の発展及び市民生活の向上に寄与 

３．施設の管理運営

方法 

・新潟市プール条例に基づく衛生基準を遵守 

・可動床は水深変更の都度確認に加え専門業者による定期点検を実施 

・写真アップロード機能付きお問い合せフォームを導入し、利用者からの施設不具合報告を受け付けることで、迅速な施設保全を実現 

・高齢者・子ども・障がい者・外国人に配慮した施設運営を実現 

４．利用者サービス

への取組 

・暑さ対策として、屋外プールにミスト・足裏を熱から守るマットを設置 

・大会等の会場設営及び撤去の際、スタッフによる最大限の協力体制 

・気軽に施設を利用していただけるレンタルサービスの実施 

・「親子プレイタイム」イベント開催等、子育て応援プログラムの充実 

・荷物を載せて移動するためのプールサイド用カートを用意 

・事務室につながる内線電話「スタッフコール」を更衣室に設置 

５．利用者数増加へ

の取組と実現性 

・ウォーキングコース、スイムコース、自由エリアを状況に応じて配置 

・サークル活動やダンス練習等で利用いただくよう積極的に誘致 

・サップヨガや体験高飛び込みなど、気軽に楽しめる各種イベントを開催 

・スマホ版HPや SNS、紙媒体等の多彩なツールを活用した情報発信 

・市外からの転入者に対し施設ＰＲチラシを配布 

６．要望や苦情の把

握・対応 

・インタビュー形式、さわやか施設提案、理事長への手紙、アンケート、ホームページ問合せフォーム等による幅広い意見・要望の収集 

・「お客様の意見を伺う会」を開催し、施設運営の改善点を抽出 

・内容を迅速に精査し、実施可能程度に応じた迅速な対応・公開 

・苦情・要望を全スタッフに共有し、内容を迅速に精査する体制

７．管理経費の適正

把握・環境保護への

取組 

・15年間蓄積してきた経験を基に、単なるコスト削減ではない安全・安心を最優先とした経費の適正な執行 

・計画的な維持管理で施設を長寿命化、ライフサイクルコストを低減 

・「新潟市環境優良事業者等認定制度（３Ｒ部門）」認定 

・海岸一斉清掃等の環境保護活動にボランティアで積極的に参加 

８．自主事業の提案

内容 

・第3次「スポ柳都にいがた」プラン基本理念実現に向けた教室開催 

・教室メンバーズカードでの手続き簡略化により容易に継続が可能 

・GISソフトのマーケティング分析を活用した効果的な広報活動 

・日頃施設を利用していない方を呼び込む「足圧・血流測定会」開催 

・災害救援ベンダー機を含めた自動販売機7台を設置 

９．区内スポーツ施

設との連携 

・当公社が主管となり「区内指定管理者協議会」を開催 

・他施設教室参加者が一同に会する交流会等を開催 

・区内スポーツ施設を紹介する特設ブースを設置 

・スタッフ全体のレベルアップを図る合同研修会を開催 

１０．従事者の雇用・

労働条件・人員配置 

・個別業務時間調査により安全な施設管理に必要な職員数を算出 

・ワークライフバランス等の推進を網羅した規程・行動計画の策定 

・取り組み指針運用により、男女がともに働きやすい職場環境を実現 

・「新潟市健康経営認定事業所（シルバークラス）」認定 

・「くるみん(次世代育成支援対策推進法基準適合)」認定 

・「ハッピー・パートナー企業(新潟県男女共同参画推進企業)」登録 

１１．人材育成の取

組・自己管理システ

ム 

・安定的で良質な公共施設運営を果たすための体系別研修を実施 

・安全・安心で快適な施設運営を実現するための資格を計画的に取得 

・ボトムアップ提案制度により意欲向上と継続的な事業改善を実現 

・全国の外郭団体が所属する日本公共スポーツ施策推進協議会の幹事として、公共施設の管理運営に関する多様な講習会を年2回開催 

１２．安全管理の対

策・緊急時の対応 

・日常的な心肺蘇生＆AED訓練に加え、定期的な水難救助訓練を実施 

・事故等すべての状況を想定した危機管理マニュアル整備と随時更新 

・全スタッフが「普通救命講習Ⅱ」修了証を取得 

・AEDを各所に設置し、掲示物により配備場所を分かりやすく周知 

１３．個人情報保護

等の取組 関係法

令の遵守 

・公共サービス従事者に相応しい法令遵守規程やマニュアルを整備 

・コンプライアンス担当部署を設置し組織的な体制の確立 

・運用ガイドラインに基づく万全な個人情報の保護体制を実現 

・Web研修システム「eラーニング」を活用した法令遵守体制の整備 

・反社会的団体との接触や反社会的活動への便宜提供禁止を徹底 

１４．地域との連携・

社会貢献活動への

取組 

・自治会・近隣小学校と連携し、運動指導等にスタッフを派遣 

・地域活動等に協力し、近隣コミュニティとの絆を深める 

・「こども110番」施設に登録し、地域の防犯活動に協力 

・中学校の職場体験、インターンシップを受け入れ、人材育成に寄与 

・全社一丸となって持続可能な社会の実現を目指す（SDGｓ） 

・物品調達等、できる限り区内業者と契約することで地元活性化に貢献 


